
毎年恒例の平山一・二区福祉部による布を使った干支の置物

づくりの時期になりました。近づきつつある年の瀬の足音を

感じさせる干支づくりが、10月18日に平山研修所で行われ、

福祉部の皆さんの手により来年の干支である可愛らしいウサ

ギの置物がたくさんできました。これらの干支は、地域の高

齢者のお宅に敬老祝いの記念品として届けられ、各家庭に飾

られ新しい年を迎えます。心癒されるウサギの置物同様、新

年が穏やかで明るい年となることが願いです。

桂川町文化連合会主催の文化祭が、10 月 30 日㈯～ 31 日

㈰の二日間、住民センター他の会場で盛大に開催されま

した。住民センター内の「展示の部」では素晴らし

い芸術作品の数々に来場者は言葉も奪われ見

入っていました。また、ステー

ジでは、町内で活動する各

文化サークルなどの日頃の

練習の成果が披露され、すば

らしい歌や踊りなどに、観

覧者は時が経つのを忘れ、

桂川の文化芸能を堪能し

ていました。

桂川町 町制施行70周年の今年、開催20周年を迎えた「古

代の謎フェスティバル 2010」が 10 月 16・17 日の２

日間で盛大に開催されました。16 日の前夜祭では、王塚

太鼓をはじめ桂川幼稚園や桂中吹奏楽部、桂川小・東小

児童、コーラスひまわり、そして筑豊出身のアーティス

ト HARU さんによるライブが行われフィナーレを飾った

のは７年ぶりとなる、秋の夜空を彩る大輪の花火でした。

翌日朝からの本祭ではやり投げ・つぶて投げ・火おこし

など、古代体験を競技として現代によみがえらせた“記

録に挑戦”や恒例の“どろんこフェスタ”、“修羅レース”

などが催され、多くのみなさんが楽しみながらチャレン

ジしました。また、区長会による餅つきや恒例の各種バ

ザーなども、祭りをさらに賑やかに盛り上げました。▲ フィナーレでは、HARU さんと花火のコラボもありました。
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桂 川の笑顔と元気が集い賑わった２日間
古代の謎フェスティバル 2010

桂 川の文化・芸能が一堂に会した２日間
第 42 回 桂川町文化祭

干 支づくりで感じる年の瀬の足音
平山一・二区福祉部


